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一般質問とは一般質問とは
　一般質問とは、議員が市の行政（一般事務）全般にわたり、市側に対し事務執行の状況及び将来に対す
る方針などについて所信をただし、あるいは報告、説明を求め、または疑問をただすことをいいます。
　質問は、議会に上程された議案とは関係なく、市の行政全般について認められるもので、議案に関す
る質疑とは本質的に異なり、質問には意見を加えても差し支えないとされています。
　また、議員主導による政策論議であることから、質問する議員はもちろん、受ける執行機関も十分な
準備が必要であるため通告制になっています。
　本市議会では、質問の方法（一括か一問一答）を通告の際、議員が選択することになっています。議
場では、１回目は登壇して通告内容全てにわたり質問し、２回目からは自席で行います。

質　 質問の方法問の方法
【一括方式】
　第１回目の質問は通告した全ての質問をまとめて行い、再質問は必要なものを
まとめて行う方式。
　再質問の回数は２回までとし、質問時間は５０分以内。
【一問一答方式】
　第１回目の質問は通告した全ての質問をまとめて行い、再質問は１問ごとに行う方式。
　５０分の時間制限内であれば、再質問の回数は無制限。

 詳しい内容は詳しい内容は
会議録で会議録で 

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部を掲載しています。

　詳しくは、市役所内情報
公開コーナー、市立図書館、
市議会に備えてある会議録
をご覧ください。

　また、インターネットでも、会議録の
閲覧や検索ができます。市ホームページ
かアドレスからhttp://www.kaigiroku. 
net/kensaku/ayase/ayase.htmlご利
用ください。
　なお、１２月定例会の会議
録は、２月下旬から閲覧で
きる予定です。

　

問　

保
護
者
の
方
か
ら
、
も
み

の
木
園
の
保
育
体
制
に
不
安
が
あ

る
と
の
相
談
を
受
け
た
。
園
に

も
、
保
育
内
容
に
対
し
て
苦
情
や

指
摘
な
ど
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。市
で
は
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
回

答
か
ら
見
え
た
課
題
と
信
頼
回
復

に
向
け
た
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

っ
て
い
く
の
か
。
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
が
、
乳
幼
児
か
ら
児
童
・

生
徒
へ
、
さ
ら
に
社
会
へ
自
立
す

る
た
め
に
は
、
年
齢
に
応
じ
た
重

層
的
な
支
援
体
制
が
必
要
と
考
え

る
。
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
も
み
の
木
園
は
、
市
の
中
核

的
な
療
育
支
援
施
設
で
あ
り
、
市

独
自
の
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

も
み
の
木
園
の
課
題
は
、

保
育
に
比
べ
障
が
い
児
支
援
を
ト

ー
タ
ル
的
に
行
う
療
育
の
機
能
が

弱
く
、
保
護
者
の
期
待
に
十
分
応

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
信
頼
を

得
ら
れ
な
い
一
因
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
療
育
の
機
能
を
拡

充
す
る
方
向
で
体
制
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
療
育

の
専
門
研
修
に
参
加
さ
せ
る
な
ど

職
員
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
と
と
も
に
、
療
育
機
能
が
強
化

で
き
る
組
織
体
制
を
つ
く
っ
て
い

く
。
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
も
み
の
木
園
の
職
員
は
、
就

学
時
期
や
就
労
時
期
に
も
教
育
委

員
会
や
養
護
学
校
な
ど
関
係
機
関

と
の
関
わ
り
を
深
め
な
が
ら
、
発

達
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
努
め
て
い
く
。

志
政
あ
や
せ　

齊
藤　

慶
吾

　

問　

綾
瀬
市
は
、
昭
和　

年　
５３

１１

月
１
日
に
市
制
を
施
行
し
、
平
成

　

年
に
市
制　

周
年
と
い
う
節
目

３０

４０

を
迎
え
る
。平
成　

年
度
は
、神
崎

２８

遺
跡
の
完
成
、　

年
度
は
、（
仮
称
）

２９

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
や

（
仮
称
）綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
が
予
定
さ

れ
る
な
ど
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
だ
と
思
う
。
市
で
は
、

市
制　

年
に
ど
の
よ
う
な
周
年
事

４０

業
の
計
画
を
考
え
て
い
る
の
か
。

事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を

設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
早
目
に
事
業
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
市
民
か

ら
の
公
募
や
他
市
の
状
況
な
ど
を

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

答　

市
は
、
現
在
、
具
体
的
な

周
年
事
業
の
計
画
は
持
っ
て
い
な

い
が
、
市
制　

周
年
に
当
た
る
平

４０

成　

年
は
、
新
た
な
る
綾
瀬
市
を

３０
発
信
す
る
よ
い
機
会
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
周
年
事
業
は
、
市
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
業
績

に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
市
へ

の
愛
着
と
誇
り
を
深
め
、
市
の
魅

力
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
市
政
発
展
の
た
め

の
よ
い
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
過

去
に
実
施
し
た
周
年
事
業
は
、
職

員
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
た
が
、

市
制　

周
年
事
業
は
、
市
が
し
っ

４０

か
り
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し

て
、
手
段
や
手
法
は
、
市
民
か
ら

の
公
募
や
他
市
の
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
歩
車
分
離
型
の
信
号

機
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

市制４０周年記念の

事業を実施し市を

アピールしないか

二
見　
　

昇

　

問　

市
内
の
武
相
幹
線
（
新
東

名
高
速
道
路
）
計
画
は
、
現
在
も

未
定
で
不
透
明
で
あ
り
、
新
時
代

あ
や
せ
プ
ラ
ン　

後
期
基
本
計
画

２１

の
中
で
は
検
討
の
対
象
と
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
近
隣
市
で
は
計

画
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ
て
い
る
。
第
７
回
線
引
き
見
直

し
に
関
す
る
都
市
計
画
区
域
の
整

備
・
開
発
・
保
全
の
方
針
変
更
に

新
東
名
高
速
道
路
の
記
載
が
あ
る

が
、
近
い
将
来
、
こ
の
路
線
の
延

伸
を
意
識
し
た
記
載
か
。
ま
た
、

武
相
幹
線
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
落
合
・
吉
岡
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
が
設
定
し
た
地
域
の
一
部
に
か

か
る
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

線
引
き
見
直
し
に
お
け
る

整
備
・
開
発
・
保
全
の
方
針
に
、

武
相
幹
線
、
い
わ
ゆ
る
新
東
名
高

速
道
路
計
画
の
記
載
の
是
非
を
県

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
位
置
や
詳

細
計
画
、施
行
時
期
は
未
定
だ
が
、

国
の
計
画
と
し
て
残
っ
て
い
る
た

め
明
記
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ

り
、
構
想
路
線
と
し
て
附
図
に
記

載
し
て
い
る
。一
方
、
県
で
は
、
現

在
か
な
が
わ
の
み
ち
づ
く
り
計
画

が
改
定
中
で
あ
り
、
こ
の
路
線
の

取
り
扱
い
に
注
視
し
て
い
き
た

い
。
な
お
、
武
相
幹
線
は
あ
く
ま

で
も
構
想
路
線
で
あ
り
、
海
老
名

市
以
東
の
自
治
体
で
の
事
業
化

は
、
実
施
に
は
相
当
の
時
間
を
要

す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
比
留
川
河
川
整
備
と

遊
歩
道
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

武相幹線計画を見

据え落合・吉岡ま

ちづくりの実現を

　

問　

平
成　

年　

月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

２７

１０

が
大
筋
合
意
さ
れ
た
と
政
府
発
表

が
あ
っ
た
。
日
米
首
脳
の
会
見
内

容
は
、
対
米
従
属
を
さ
ら
に
強
め

て
、
中
国
を
牽
制
す
る
狙
い
が
明

ら
か
で
あ
っ
た
。
政
府
と
マ
ス
コ

ミ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
国
民
に
大
き
な

恩
恵
が
及
ぶ
か
の
よ
う
な
宣
伝
を

続
け
て
い
る
が
、
実
際
に
は
日
本

の
一
人
負
け
の
状
況
で
あ
る
。
衰

越
川　

好
昭

退
す
る
米
国
に
従
い
、
発
展
す
る

中
国
に
対
抗
し
て
は
日
本
の
将
来

は
な
い
と
考
え
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農

業
を
初
め
、
国
民
経
済
、
国
民
生

活
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、
農

業
へ
の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
本
市

の
農
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

が
、
都
市
近
郊
の
立
地
を
生
か
し

た
野
菜
の
栽
培
、
多
頭
飼
育
に
よ

る
畜
産
経
営
の
合
理
化
、
畜
産
物

の
加
工
、
販
売
を
実
施
し
て
い

る
。
養
豚
や
肉
牛
の
畜
産
農
家
に

は
、
関
税
削
減
や
輸
入
枠
の
増
加

な
ど
の
理
由
に
よ
り
多
少
の
影
響

は
出
て
く
る
が
、
国
の
打
ち
出
す

政
策
に
よ
り
、
農
業
経
営
を
脅
か

す
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
で
は
な

い
と
見
て
い
る
。
国
の
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
る
経
営
安
定
対
策
な
ど

の
施
策
を
注
視
し
、
収
益
性
の
高

い
畜
産
経
営
の
促
進
や
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
所
得
向
上
な

ど
稼
ぐ
農
業
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
市
内
の
産
業
支
援
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る
市
内

経
済
へ
の
影
響
を
ど
う
見
る
か

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
も
み
の
木
園
の
運
営
状
況
は


